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例言

1. 本報告書は、平成 22年度に実施した埋蔵文化財調査のうち、国庫補助事業として実施した試掘確

認調査の概要報告書である。

2. 調査は、太子町教育委員会が主体となり、同社会教育課文化財係海野浩幸が担当した。

3. 本報告書の執筆・編集は、社会教育課海野が行った。

4. 遺物実測・トレース等の整理作業は、改発法子・丸山貴子が行った。

5. 調査位置図は、太子町作成 1/25,000「太子町全図」（平成9年）を 1/30,000に縮小して、各遺跡の

トレンチ配置図は、太子町作成 1/2,500の地図を使用した。

6. 本報告書の示す標高は、 T・Pを基準とし、方位は座標北を示す。

7. 本報告書で用いた経緯度は、世界測地系を基準とした。

8. 遺物実測図の断面は、弥生士器・土師器は黒塗りで、須恵器は白抜きで、陶磁器はドットで、石器・

金属器は斜線でそれぞれ示した。

9. 本報告書に使用した図面・写真は、太子町教育委員会が保管している。
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1 平成 22年度調査概要

平成 22年度では、 11件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調査が 9件、

公共事業に伴う確認調査が 2件である。そのうち、 7箇所の民間開発事業に伴う試掘確認調査を国庫補

助事業として実施した。

表 1 平成 22年度埋蔵文化財調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

（対） （面）

宅地造成 平成 22年 4月 19日 本書掲載

1 樋ノ上遺跡 馬場字樋ノ上 2,350.85 80 
国庫補助事業 ~4月 28日

個人住宅建築 平成 22年 5月 17日 本書掲載

2 立岡南遺跡 立岡字山崎 175.66 6 
国庫補助事業 ~5月 18日

携帯電話不感地トン 平成 22年 5月 25日 本書掲載

3 立岡遺跡 立岡字山ノ下 ネル対策工事 97.5 ， ~ 5月 28日

国庫補助事業

放送設備整備 平成 22年 6月 6日 公共事業

4 楯岩城跡 上太田字坂口 52 13.5 
町単独事業 ~6月 9日

資材置き場建設 平成 22年 6月 14日 本書掲載

5 沖代遺跡 沖代字前田 225 45 
国庫補助事業 ~7月 28日

トラックヤード建設 平成 22年 11月 8日 本書掲載

6 阿曽丁田遺跡 阿曽字竹ノ後 3,639.76 70 
国庫補助事業 ~11月 15日

宅地造成 平成 22年 12月 6日 本書掲載

7 馬場遺跡 饒字八幡分 1,637.65 50 
国庫補助事業 ~12月 10日

個人住宅建築 平成 22年 12月 14日 本書掲載

8 鯖構居跡 艤字寺前 189.91 18 
国庫補助事業 ~12月 20日

斑鳩小学校遺跡 体育館改築 平成 23年 1月 5日 公共事業， 鵠字斑鳩寺 1,300 12.7 
第 6次調査 町単独事業 ~ 1月 11日

宅地造成 平成 23年 2月 23日

10 田中遺跡 太田字ヨフカ 2,028 32 
町単独事業 ~2月 25日

宅地造成 平成 23年 3月 1日

11 鵠遺跡 鮪字小田町 661.66 63.9 
町単独事業 ~ 3月 14日

ー
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樋ノ上遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町馬場字樋ノ上 276番 1、316番 1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 22年 4月 19日,..,_,4月 28日

5. 調査面積

80面

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 33秒）、東経(134度 34分 17秒）

第 3図 トレンチ配置図(112,500)

7. 調査に至る経過

太子町馬場字樋ノ上 276番 1及び 316番 lにおいて宅地造成工事が計画され、造成予定地は周知の埋

蔵文化財である樋ノ上遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無の確認を目的に

確認調査を実施した。調査地の現況は、標高 15.50m前後を測る休耕田である。

8. 調査の概要

調査は、 2X40mのトレンチ 1箇所を設定して実施した。調査地の基本土層は、上層から耕土(20"-'

26cm)、灰褐色土・床土(4"-'6cm)、淡褐灰色土(20"-'30cm)、灰黄色土(4"-'6cm)、淡灰色粘質土(6,..___,10cm)、

褐灰色土(4"-'8cm)で円礫混じりの黄褐色土・地山となっている。遺構は確認されなかったが、トレンチ

中央付近で幅約 Sm、最深部で 40cmを測る暗灰色粘質土の堆積した落ち込みが確認された。遺物は、

落ち込み堆積土からの出士はなかったが、淡褐灰色土から須恵器の小片が 1点出士しただけである。

9. まとめ

調査の結果、樋ノ上遺跡に関連する遺構は検出されなかった。遺物も須恵器の小片 1点が出土した

だけである。今回の調査地点は、樋ノ上遺跡の立地する微高地の北西縁辺部に位置すると考えられる。
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第 4図 トレンチ全景（西より） 第 5図 士層断面・落込み部分
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立岡南遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町立岡字山崎266番 2

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成 22年 5月 17日,......,5月 18日

5. 調査面積

6面
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 第 7図 トレンチ配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/300)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分 38秒）、東経(134度 34分 32秒）

7. 調査に至る経過

太子町立岡字山崎266番 2において個人住宅の建築が計画され、建築予定地は周知の埋蔵文化財であ

る立岡南遺跡の北に隣接することから、遺構及び遺物包含層の有無の確認を目的に確認調査を実施した。

調査地の現況は、標高 11.90m前後を測る果樹畑で、調査地周辺は平成 7年度にカドミウム汚染によ

る土壌改良が実施されている。

8. 調査の概要

調査は、 2X3mのトレンチを 1箇所設定して実施した。調査地の基本士層は、上層から盛土(60cm)、

旧耕土(10cm)、黄色土・土壌改良士(16cm)で淡黄褐色細砂質土・地山となっている。地山面で山陽新幹

線建設工事に伴うと考えられる撹乱を検出したが、遺構及び遺物包含層は確認されず、遺物の出土もな

かった。

9. まとめ

調査の結果、立岡南遺跡に関連する遺構は検出されなかった。遺物の出土も無いことから、同遺跡

の範囲が及んでいないことが確認された。調査地は、カドミウム汚染による土壌改良工事が実施された

後、盛土造成が行はれ、果樹畑として利用されていることも確認された。
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1. 表土・盛土

2. 旧耕土

3. 黄色土・土壌改良土

4. 淡黄褐色細砂質土・地山
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第 8図 士層断面図 第 9図 トレンチ全景（西より）
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立岡遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町立岡字山ノ下 225番 4

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 22年 5月 25日,...._,5月 28日

5. 調査面積

9 rrf 第 10図 トレンチ配置図(1/2,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、平面実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 46秒）、東経(134度 34分 36秒）

7. 調査に至る経過

太子町立岡字山ノ下 225番 4において山陽新幹線携帯電話不感地トンネル対策工事が計画され、工事

予定地は周知の埋蔵文化財である立岡遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構の所在の有無及び遺存

状況の確認を目的に確認調査を実施した。調査地の現況は、標高 11.90m前後を測る山陽新幹線用地内

で、昭和 43年度に兵庫県教育委員会により発掘調査が実施されている箇所である。

8. 調査の概要

調査は、工事掘削が遺構面推定レベルより深く及ぶアンテナ基礎部分に 3X3mのトレンチを設定して

実施した。調査地の基本土層は、上層から表土(20cm)、盛土(120cm)で黄褐色細砂質土・地山となって

いる。地山面で山陽新幹線建設工事に伴うと考えられる撹乱を検出したが、遺構は確認されず遺物の出

土もなかった。

9. まとめ

調査の結果、アンテナ基礎部分周辺は昭和 43年度の発掘調査で、遺構が検出されなかった箇所に位

置することが確認された。
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第 11図土層断面図 第 12図 トレンチ全景（南より）

6
 



沖代遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町沖代字前田 67番 1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 22年 6月 14日,...,_,7月 28日

5. 調査面積

45面 第 13図 トレンチ配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、遺構実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/250)

写真記録（カラーネガ 120mm・6X7判、カラーリバーサル 35mm、デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 48分 36秒）、東経(134度 34分 16秒）

7. 調査に至る経過

太子町沖代字前田 67番 1において資材置場の建設工事が計画され、工事定地は周知の埋蔵文化財で

ある沖代遺跡の包蔵地内で、平成 21年度に兵庫県教育委員会により県道網干停車場新舞子線改良工事

に伴い発掘調査が実施された地点のすぐ北側に位置することから、遺構の広がりを確認するため確認調

査を実施した。調査地の現況は、標高 6.30m前後を測る造成地である。

8. 調査の概要

調査は、 5X9mの卜調査区を設定して実施した。調査地の基本士層は、上層から造成盛土（約 90cm)

で黄褐色粘質土・地山となっている。今回の調査地点は、造成時に耕土の漉き取りが行われ、また、近

代に耕土面の取り下げも行われており、県教育委員会の調査で確認されている 2面の遺構面の内、上層

の第 1遺構面が削平されていることが判明した。

調査の結果、県教育委員会により検出された溝の続きと、その溝に切られた竪穴式住居址 1棟、柱穴

1基を検出した。溝は東に緩くカーブしており、幅 2.lm、検出面からの深さ 1.3mを測る。断面は、上

層は皿形を呈し、検出面から 30cmの深さで幅 1.3mのU字形を呈する 2段掘りとなっている。埋土は、

上層では淡褐色細砂質土が主となっており、下層では灰色粘質土が主となっている。遺物は、弥生土器・

土師器・須恵器が出土した。出土遺物から古墳時代後期に埋没したと考えられ、県教育委員会の調査成

果と一致するものである。

竪穴式住居址は、調査区外に延びており、全容を把握することができなかったが、検出された平面形

から推測すると直径約 Smを測る円形の住居址と考えられる。検出面からの深さ 40cmを測り、 15cmの

高さのベッド状遺構を持つ。ベッド状遺構面で側壁に沿って幅 8""'-'lOcm、深さ 3""'-'5cmの周壁溝がめぐ

る。焼土・炭の堆積した士坑 1基、柱穴 4基、ベッド状遺構面で土坑 1基をそれぞれ検出した。遺物は、

弥生土器・石鏃．擦り石・人面形土製品と中央土坑南西の床面から無茎凹基式銅鏃 1点が出士した。出

土遺物から弥生時代後期の住居址と考えられる。
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9. まとめ

調査の結果、今回の調査地点は近代の耕作に伴う耕土面の取り下げが行われ、遺構面が削平されてい

ることが判明した。検出された遺構は、県教育委員会の調査成果と一致する溝 1条、弥生時代後期の竪

穴式住居址 1棟、時期不明の柱穴 1基である。弥生時代後期の住居址を検出したことにより、同時期の

集落が所在することが確認された。また、竪穴式住居址から銅鏃と人面形土製品が出土したことが特筆

される。県教育委員会による調査で確認された縄紋時代の遺物については、今回の調査では確認されな

かった。なお、資材置場建設工事は、造成盛土内で収まる工事のため、竪穴式住居址については土嚢袋

で床面及び側壁面を養生する保存処置を施し、埋め戻しを行った。
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第 14図 遺構平面・土層断面図
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阿曽丁田遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町阿曽字竹ノ後 651番 1 他 6筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 22年 11月 8日,.....,11月 15日

5. 調査面積

70 rrf 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 22秒）、東経(134度 33分 51秒）

7. 調査に至る経過

第 23図 トレンチ配置図(112,500)

太子町阿曽字竹ノ後 651番 1他 6筆においてトラックヤード建設工事が計画され、建設予定地は周知

の埋蔵文化財である阿曽丁田遺跡の包蔵地の南西部に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無の

確認を目的に確認調査を実施した。調査地の現況は、標高 17.20m前後を測る休耕田である。なお、調

査には平成 22年度トライやる・ウイークとして太子町立東中学校 2年生 4名と同西中学校 2年生 3名

が参加した。

8. 調査の概要

調査は、 2X5mのトレンチを 7箇所設定して実施した。調査地の基本士層は、 1,-....,3. 5トレンチでは、

上層から耕土(20,.....,24cm)、淡黄褐色士(10,.....,60cm)で明褐色円礫混じり砂質土・地山となっているが、 1• 

2トレンチでは明褐色円礫混じり砂質土の下層で明褐色砂礫となっている。 4・7トレンチでは、上層か

ら耕土(20cm)、淡黄褐色土(16,.....,20cm)で明褐色砂質土・地山となっており、さらに 20,.....,40cmで明褐色

円礫混じり砂質土となっている。 6トレンチでは、耕土(16cm)直下明褐色砂質士・地山となっており、

さらに 20cmで明褐色円礫混じり砂質土となっている。土層堆積状況の観察から、地山面は北東方向へ

傾斜していることが確認された。各トレンチとも遺構は確認されなかったが、遺物は、 5 トレンチから

須恵器片 1点が出土しただけである。

9. まとめ

調査の結果、阿曽丁田遺跡に関連する遺構は検出されなかった。遺物も流れ込みと考えられる須恵

器片 1点が出土しただけで、今回の調査地点までは同遺跡の範囲は及んでいないことが確認された。
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第 25図 1トレンチ 第 26図 2トレンチ
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第 27図 3トレンチ 第 28図 4トレンチ

第 29図 5トレンチ 第 30図 6トレンチ

第 31図 7トレンチ
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馬場遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町臆字八幡分925番 4 他 2筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 22年 12月 6日'"'-'12月 10日

5. 調査面積

50 rrl 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 30秒）、東経(134度 34分 24秒）

7. 調査に至る経過

第 32図 トレンチ配置図(112,500)

太子町鯖字八幡分925番 4他 2筆において宅地造成工事が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財

包蔵地外であるが稗田神社の裏に位置し、周知の埋蔵文化財である馬場遺跡の北側に隣接することから、

遺構及び遺物包含層の有無の確認を目的に確認調査を実施した。調査地の現況は、標高 16.20m前後を

測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、2X5mのトレンチ 5箇所を設定して実施した。調査地の基本土層は、上層から耕士(20,--...,22cm)、

淡褐灰色土・床土(4,--...,6cm)、淡褐灰色土(20,--...,30cm)、灰黄色土(4,--...,6cm)、淡灰色粘質土(6,--...,lOcm)、褐

灰色土(4,--...,8cm)で小円礫混じり明褐色土砂質土・地山ないしは褐色砂礫・地山となっている。各トレン

チとも遺構・遺物包含層は確認されなかった。遺物は、 2トレンチで弥生土器片 1点と 4トレンチで須

恵器片 1点が出土しただけである。

9. まとめ

調査の結果、馬場遺跡に関連する遺構は検出されなかった。遺物も流れ込みと考えられる磨耗した

弥生土器片と須恵器片がそれぞれ 1点ずつ出土しただけで、同遺跡の範囲は及んでいないことが確認さ

れた。

15 



s N s N 

12 16.00 
1 2 16.00 

3 
3 

1トレンチ 2トレンチ

s N E w 

1 16.00 
1 16.00 

i ----3 3 

3トレンチ 4トレンチ

E
 

w 

1 

- -
4 

16.00 

1. 耕土

2. 淡褐灰色土・床土

3. 小円礫混じり明褐色砂質土・地山

4. 褐色砂磯

5トレンチ

゜
2m 

第 33図土層断面図

第 34図 1トレンチ

-嘔-．^・• 璽

第 37図 4トレンチ

第 35図 2トレンチ 第 36図 3トレンチ

•. . -.... ヽ.. , • 碍・., • . .. , . . . , .'., .'・, 
... 

: 令 . '.,''If~·
9 ・ベ;.,.i>,、パ・` 集ペヽ ・...夢J 、• ・-.• ・..、.、.'.•• 

，．  

； .. 
．， ．． 

．．ヽ・
‘• ・． ・・

．・

第 38図 5トレンチ

16 



1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町鵠字寺前 575番 1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 22年 12月 14日,..__,12月 20日

5. 調査面積

18面

6. 記録作成

鯖構居跡

土層実測図(1/20)、遺構実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、

第 39図 トレンチ配置図(112,500)

トレンチ配置図(1/100)、写真記録（カラーリバーサル 35mm、デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 7秒）、東経(134度 34分 38秒）

7. 調査に至る経過

太子町鯖字寺前 575番 1において個人住宅建築工事が計画され、建築予定地は周知の埋蔵文化財であ

る鵠構居跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無の確認を目的に確認調査を実施

した。また、近世の舟鳥宿の本陣が江戸時代末に南方約 200mの西国街道沿いに移るまで、調査地付近に

所在した。調査地の現況は、標裔 15m前後を測る更地である。

8. 調査の概要

調査は、 l.5X6m(lトレンチ）と l.5X5m(2トレンチ）のトレンチ 2箇所を設定して実施した。調査地

の基本土層は、上層から現代盛士(30,...,_,40cm)、黒褐色士・旧表士(4"-'20cm)、暗灰褐色土・整地層(20

,...,_,70cm)、黄灰色土(10cm)、瓦・礫混じり暗褐灰色土(10,...,_,20cm)、で明褐色土・地山となっている。

暗灰褐色土層の下が江戸時代の遺構面と考えられるが、遺構を検出できたのは地山面に達してからで

あった。遺構は 1トレンチでは、トレンチ中央部で溝 1条、南端部で土坑 1基、中央部と北端部でピッ

トを検出した。溝は、東西方向に延びるものと考えられ、幅 1.8m、検出面からの深さ 70cmを測り、

断面は逆台形を呈する。 2 トレンチでは、 トレンチ南半で埋土中に川原石・凝灰岩角礫を包含した落ち

込み状遺構を検出した。位置関係から 1トレンチ南端部で検出した土坑と一連のものと考えられる。

遺物は、 1トレンチの整地層・溝・土坑、 2 トレンチの落ち込み状遺構から瓦・近世陶磁器がそれぞ

れ出土した。

9. まとめ

調査の結果、江戸時代の溝、土坑、落ち込み状遺構、時期不明のピットを検出した。

中世鯖構居跡に関連する遺構は確認されなかったが、検出した遺構は、江戸時代末に西国街道沿いに

移転する前の鯖本陣に関連するものと考えられる。
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第 40図 遺構平面・士層断面図
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第 41図出士遺物

第 42図 1トレンチ全景（北より）

編璽

第 43図 lトレンチ溝（西より）

第 44図 2トレンチ全景（西より）
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表2 遺物観察表

遺跡名 出士地点
種別

遺物番号
法 量(cm)

焼成 色 胎 土 整番号 調 調
器種 ロ径 器高 底径

弥生 外 10YR&'3浅黄橙~7.5YR7/8黄橙 2----6皿次の小 外口縁部ナデ、体部磨耗のため

1 沖 住 壺 1001-1・1 16.4 21.5 21.3 良好 内 7.5YR8/3浅黄橙~7.5YR7/8黄橙 石を多く含む 秤月

腹径 内磨耗のため不明

弥生 外 7.5YR&'4浅黄橙 1~3皿汰の小 外ナデ、底部葉脈痕

2 ＂ ＂ 底部 1001-1・2 5.9 4.7 良好 内7.5YR814浅黄橙 石少量と微砂 内磨耗のため不明

粒含む

弥生 外 7.5YR814浅黄橙 1----2皿大の小 外屈詫目、底部ナデ

3 II 

＂ 底部 1001-1・3 2.6 2.7 良好 内 7.5YR&'3浅黄橙 石少量と微砂 内ナデ

粒含む

弥生 外 7.5YR7/4鈍い橙 2~3血の小 外叩き、底部ナデ
4 II 

＂ 1001-1・4 4.0 4.4 良好
甑 内7.5YR7/4鈍い橙 石多く含む 内削り後ナデ

弥生 外 7.5YR&'4浅黄橙 1-----2皿大の小 外磨き、外から内へ4個の穿孔
5 ＂ ” 1001-1・5 4.45 8.4 良好

細 内 7.5YR&'4浅黄橙 石含む 内削り後ナデ

人面形 5.0 5.5 1.7 良好 外 5YR7/4鈍い橙 細多く含む ロ・耳に穿孔、口は首に貫通
6 II 11 1001-1・6 

士製品 縦 横 最大痺 内 5YR7/4鈍い橙

疇 3.7 1.8 05 
7 II 

＂ 1001-1・7 
最大長 最大幅 最這

擦石 11.9 11.0 7.1 
8 II 

＂ 1001-1・8 
最大長 最大幅 最這

石鏃 2.0 1.6 0.4 サヌカイト， 
＂ 

II 1001-1・9 
最大長 最大蝠 最這

石鏃 1.7 1.7 0.6 サヌカイト
10 ＂ ＂ 1001・1-10 

最大長 最大幅 最大厚

＂ 打製石 8.7 56 1.6 サヌカイト
11 ＂ 1001-1・11 

中央土坑 斧 最大長 最虹届 最這

須 外 N4灰 微砂粒含む 外回転ナデ
12 II 溝上層 1001-2-1 13.0 3.7 良好

坪蓋 内 N5灰 内天井部ナデ、縁網可転ナデ

須 外 NB灰白 砂粒少量含む 外口縁～体部回伝ナデ、底部箆削り
13 ＂ 

II 1001-2-2 14.1 4.0 8.3 良好
坪身 内NB灰白 内ナデ

須 外 N6灰 細と微 外横ナデ、長方形透かし
14 II II 1001・2・3 12.2 22.0 良好

器台 内N7灰白 砂 内ナデ

須 外 NB灰白~N6灰 微砂粒少量含む 外波状紋、長方形透かし
15 ＂ ＂ 1001・2・5 4.6 良好

器台 内N6灰 内回転ナデ

須 外 N5灰 微形粒少量含む 外荊揆致、透かし
16 ＂ ＂ 1001・2・6 4.9 良好

器台 内N6灰 内回転ナデ

須 外 N7灰白 砂 外波状紋、透かし
17 II 

＂ 1001・2・7 4.1 良好
器台 内N6灰 内回転ナデ

須 外 2.5Y7/l灰白 砂と微砂 外回転ナデ、底部箆削り
18 II II 1001・2・4 14.3 3.9 12.6 良好

坪 内 2.5Y7/l灰白 粒含む 内箆削り、底部ナデ

須 外 7.5YR&'4浅黄橙 2~3皿大の小 外回転ナデ、糸切底

19 ＂ 
II 碗 1001・2・8 12.8 5.8 6.1 不良 内 10YR&'3浅黄橙 石少量と微砂 内ナデ

粒多く含む

弥生 外 10YR&'3浅黄橙~lQYR&/4浅黄橙 1----2皿大の小 外ナデ、裾部横ナデ
20 ＂ 溝下層 1001・3・1 6.1 9.0 良好

紐 内 lOY政始浅黄橙 石少量含む 内横削り

硝 7.1 7.0 7.2 
21 ＂ 遺 1001-4・1 

最冦 最大幅 最大厚

1トレンチ 土師質 外 5YR6'4鈍い橙 微砂粒と雲母含 外横ナデ、叩き
22 鯖構居跡 1002-1-1 22.4 8.5 良好

溝1 環 内 5YR4'2灰褐 む 内箆削り後ナデ
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報告書抄録

ふ り が な へいせい 22ねんど まいぞうぶんかざいちょうさねんぽう

圭自 名 平成 22年埋蔵文化財調査年報

副 書 名 一国庫補助事業対象分ー

巻 次

シしりリ一ーずズめ名い 矢旱紆支花籠貸斡
シリーズ番号 第 78集

編 著 者 名 海野浩幸

編 集 機 関 太子町教育委員会

所 在 地 〒671-1561 兵庫県揖保郡太子町鯖 1369・1 狛.079-277-1017

発行年月 日 西暦 2012年 3月 31日

遺ふ り跡 が な名 櫨う了遺場

房 り在 が 徊 ひ兵ょ庫うご県けん揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう馬ば場ば字あざ籍‘のノか上み

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'33" 134°34'17" 2010・4・19 80 宅地造成

450010 • 450006 ~4・28 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺構 主 な 遺 物 特記事項

樋ノ上遺跡 集落跡 中世

遺ふ り跡 が な名 笠闘富逼紬
所ふ りが

在 徊 ひ兵ょ庫うご県けん揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうた立つお岡かあ字ざや山ま崎さき

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'33" 134°34'32" 2010・5・17 6 個人住宅建築

450010 450205 ~5・18 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺構 主 な 遺 物 特記事項

立岡南遺跡 散布地 古墳

遺ふ り跡 が な名 捌謝貫場

房 り在 が
韮 ひ兵ょ庫うごけ県ん揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうた立つお岡か字あざや山まのノし下た

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'46" 134°34'36" 2010・5・25 ， 携帯電話不感地

450010 ! 450204 ~5・28 対策工事

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺構 主 な 遺 物 特記事項

立岡遺跡 集落跡 縄紋～平安
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遺ふ り跡 が な名 罪祀宜蘇

所 り在 か・ な地 ひ兵ょ庫うごけ県ん揖いぼ保ぐ郡んた太い子しち吋ょ罪代だい字あざ前まえ田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調査 原因

市町村 遺跡番号 34°48'3611 134°34'16" 2010・6・14 45 資材置き場建設

450010 I 45021s ~7・28 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺構 主 な 遺 物 特記事項

沖代遺跡 集落跡 弥生・古墳 竪穴住居・溝 弥生士器・土師器 住居址より無茎

・須恵器・銅鏃• 石 凹基式銅鏃・人面

製品 形士製品が出土

遺ふ り が な名 騎曾了自遥憾跡

所ふ り在 が な地 ひ兵ょ庫うごけ県ん揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう阿あ畜あ字ざ竹たけのノう後しろ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'22" 134°33'51" 2010・11・8 70 トラックヤード

450010 ! 450002 ~11・15 建設

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺構 主 な 遺 物 特記事 項

阿曽丁田遺 散布地 弥生・古墳

跡

遺ふ 層
が な名 馬ば場ば遺いせ跡

所ふ り在 が な地 兵ひょ庫うごけ県ん揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうい鯖かるがあ字ざは八ちま幡んわ分け

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'30" 134°34'24" 2010・12・6 50 宅地造成

450010 I 450007 ~12・10 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺構 主 な 遺 物 特記事項

馬場遺跡 集落跡 弥生・古墳• 平安

遺ふ り が な名 い鯖かるが構かま居い跡あ
跡

所ふ り在 が な地 兵ひょ庫うごけ県ん揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうい鯖かるが字あざて寺ら良即去

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'711 134°34'38" 2010・12・14 18 個人住宅建築

450010 I 450012 ~12・20 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

鯖構居跡 集落跡 中世・近世 溝•土坑 上師器・近世陶磁器

・ 瓦
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